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実験 1 では，PTH の間歇投与による骨質改善がステロイド性骨粗鬆症モデルにおけるインプ
ラントの初期固定に及ぼす影響を検討した．雌性ニュージーランドホワイトラビット 10羽の卵
巣摘出から 2週後より酢酸メチルプレドニゾロン（0.5 mg/kg/day）を 4週間筋肉内注射にて投






Whitney’s U 検定を用いた．その結果，PTH 群の埋入トルク値（29.8±6.2 Ncm），ISQ 値
（74.7±11.7）および骨面積率（48.3±3.6 %）は Control群（10.0±2.1 Ncm，55.9±13.5，36.1±9.5 %）
と比較して有意に高い値を示し（p < 0.05），組織学的観察においても，PTH群のインプラント
体埋入窩周囲では Control群と比較して，海綿骨領域に太い骨梁が著明に観察された． 
 実験 2 では，PTH の間歇投与による骨質改善がステロイド性骨粗鬆症モデルにおけるオッセ
オインテグレーションに及ぼす影響を検討した．実験 1 と同様にステロイド性骨粗鬆症モデル
を 15羽作製し，その 1週後から 10羽に PTH（40 µg/day）を 4週間皮下注射にて間歇投与し，










おいては PTHa群および PTHb群の埋入トルク値（26.9±5.1 Ncm，27.8±5.4 Ncm）は Control
群（9.8±4.3 Ncm）より高い値を示し，PTHa群および PTHb群の ISQ 値（75.7±7.1，73.9±4.0）
は Control 群（50.8±15.7）より高い値を示した．インプラント体埋入 2 週後での ISQ 値では
PTHa群（81.4±4.0）は PTHb群（74.4±2.5）および Control群（68.3±4.0）より高い値を示し，
また PTHb 群は Control 群より高い値を示した．インプラント体埋入 4 週後では，PTHa 群の
ISQ 値（79.6±3.5），除去トルク値（77.0±29.2 Ncm）および BIC（62.8±11.4 %）は PTHb 群
（69.4±8.3，36.6±8.4 Ncm，35.9±8.9 %）および Control 群（68.1±5.1，34.4±20.2 Ncm，
30.0±10.0 %）より高い値を示したが，PTHb 群と Control 群の ISQ 値，除去トルク値および
BICは有意差を認めなかった． 
以上の結果より，ステロイド性骨粗鬆症モデルに対する PTHの間歇投与による骨質改善効果
により，インプラント体埋入時の良好な初期固定が獲得でき，さらにインプラント体埋入後も
PTH の間歇投与を継続することで骨形成が促進され，オッセオインテグレーションが増強され
た．本研究の成果は，PTH の間歇投与による骨質改善が骨粗鬆症患者においてもインプラント
の初期固定およびオッセオインテグレーションの獲得に有用であることを示唆するものと考え
ている． 
